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２学期が始まって約１ヶ月。子ども達の学びの充実も進んでいます。

２学期の教育活動の様子を紹介します！

＜クリーン活動＞８月２７日（火）～

夏休み明けに全校生で行っているクリー

ン作戦。今年度は、各学年ごとに子ども達

が除草する場所を考え活動する方法で実施

しました。自分たちが使っている校庭のど

こをきれいにすれば、みんなが使いやすい

校庭になるかを考えながら、声をかけ合っ

てきれいに整備することができました。

＜５年：家庭科「ミシンで縫ってみよう」＞９月３日（火）・４日（水）

小名浜公民館の応援をいただきながら、５年生でミシンの使い

方を学び、ミシン縫いに挑戦しました。普段使い慣れない電動ミ

シンではありましたが、丁寧に説明いただき、補助もしていただ

きながら子ども達は一人一人ミシン縫いを体験することができま

した。座学だけでは身につかない貴重な体験となりました。

＜４年：風呂敷講座＞９月１３日（金）

見かけたことはあっても使ったことがない子ども達にとって、

様々な風呂敷の使い方を学ぶよい機会となりました。外部講師

の根本紀太郎先生による、楽しくもためになるお話と活動でし

た。風呂敷で作る帽子やバッグ、包み方やしばり方の違いなど、

子ども達も自ら持参した風呂敷でお気に入りの使い方を試して

いました。ご家庭でも活用できる技がたくさんありました。

＜見学学習・修学旅行＞

□５年生は 9/18（水）、１～４年生は 9/19（木）に見学学習
６年生は 9/19（木）に修学旅行に行ってきました！

６年生の修学旅行は、雨の中の出発

でしたが、東京では天気に恵まれ、賑

わっている国会議事堂と浅草の浅草

寺、花やしきに行ってきました。実際

に現地で学ぶことができたことや友達

との交流の深まりが大きな成果に！
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＜４年：手話教室＞９月２４日（火）

４年生のクラス別に手話教室が行われました。音や相手の声が

聞きづらい方々の気持ちを考えたり、簡単な手話による交流の仕

方を学んだりすることができました。世の中には様々な障がいを

お持ちの方がいらっしゃいます。その方々と交流する際に、何に気

を付けて、自分では何をすべきなのか等を考えるよい機会となりました。

＜交通安全教室＞９月２５日（水）

校庭にて、実際に自転車に乗ったり、

歩行者として道路横断をしたりしなが

ら、気を付けるべき点について再度確

認する学習を行いました。けがをした

り、命を落としてしまったりしてから

では遅いので、現在の交通安全運動週

間にご家庭でも確認をお願いします。

＜１年：鍵盤ハーモニカ教室＞ ９月２６日（木）

講師に太田理子先生をお迎えし

１年生全員で鍵盤ハーモニカを習

いました。楽器の扱い方や手指の

使い方、息の出し方など、楽しみ

ながら最後まで笑顔で学ぶことが

できました。上達がすごいですね。

学校の教育目標達成に向けて ＊教育活動全体で、子ども達のこれからに生きて役立つ「キ

ャリア教育」に力を入れています。

１ よく考える子（よく考え、自ら進んで学習する子ども）

○元気な挨拶が増えています。授業にはどの学年も落ち着いた学習態度で参加できています。

○４年生以上では、今後積極的に算数で TTの授業（複数の教員が関わる授業）を取り入れ、子ど
も達の「わかる・できる」へつなげていきます。

○何事にも挑戦することを奨励しています。学習以外でも各種大会や各種コンクールで活躍する

子ども達が増えてきています。子どもにとって、得意なこと、好きなことを見つけていきます。

○読書活動が盛んで、読み聞かせも楽しみにしている子が多く、やる気につながっています。

２ 思いやりのある子（思いやりをもって人の役に立つ子ども）

○「心のとびら」コーナーを設置し、善行を放送でも紹介しながら笑顔の輪を広げています。

○各種行事に参加する際には、相手（他者）意識を持たせながら、心の成長を応援しています。

何のためにやるのかを意識させ、自分にできることを考えさせながら質の向上を目指しています。

○子ども同士のトラブルがあっても、そこから何を学び、今後どうすべきか考える場を大切にして

います。友達のいいところに目を向けながらも、自分が目指す理想の自分づくりへ支援中です。

３ 心身共にたくましい子（健康でたくましく、進んで運動する子ども）

○毎朝の体力づくり、大休憩の自由遊びなど、子ども自ら進んで運動する姿勢がすばらしいです。

○交通事故やけがの防止、防犯、防災に至るまで、子ども達は自分の身を守る学習を積み重ねてき

ています。普段の不注意によるけがには今後も気を付けさせていきます。


